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令和 5 年度 分析調査 

尾花沢市商工会 
【課 題】 

 

 

      【調査の目的】 

 

 

 

地域経済分析システム ＲＥＳＡＳ https://resas.go.jp/ 

分析内容 ・地域経済循環図   p.2 

・人口     p.3 

・第二次産業・第三次産業  p.7 

・日本人観光客・外国人観光客  p.9 
 

観光予報プラットフォーム  https://kankouyohou.com/ 

分析内容 ・観光予報    p.15 

  ・宿泊実績    p.16 

  ・キャッシュレス消費動向  p.17 
  

経営環境の変化に対応し、持続的な経営を行っていくためには中・⾧期的な事業計画策定が重要である。計画により目標を見える

化することで、達成するための戦略等を考えていく必要がある。 

事業計画策定においては、内部環境（自社分析）だけでなく外部環境（商圏・競合・市場など）を把握し、取組むことが重要であ

る。商工会がビッグデータから地域経済動向を的確に把握し、小規模事業者等へ広く提供することで、環境の変化に対応し、日々

変わる消費者ニーズに対応した商品・サービスの開発や新規市場への開拓のきっかけとしていただく。 
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・上記は、地域のお金の流れを生産（付加価値額）、分配（所得）、支出の三段階で「見える化」した図です。 

「地域経済循環率」：地域経済の自立度（値が低いほど他地域から流入する所得に対する依存度が高い。） 

・尾花沢市では、526 億円の付加価値を稼ぎ所得へ分配している。 

・分配（所得）において、雇用所得以外（企業所得、交付税、補助金等）の流入が 25%以上（214 億円）ある。 

・尾花沢市では買物や観光等で消費が 33 億円流入している。投資は 66 億円地域外へ流出している。所得 775 億円

＋地域外からの流入 33 億円のうち、地域内（尾花沢市）への還流が 67.8％（526 億円）、地域外への流出が

32.2%（282 億円）ある。 
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【目的】総人口・年代別人口がどのように推移するか把握する。 

【グラフから】 ・2020 年の老年人口割合は山形県と比べて高い。 

・2020 年の年少人口割合、生産年齢人口割合は山形県と比べて低い。 

・総人口は 2020 年と比較して 2025 年に 88.5%、2035 年に 67.2%、2045 年に 48.4%になる。 

尾花沢市 山形県 

   

  
  

総人口 総人口 

生産年齢人口 生産年齢人口 

年少人口 老年人口 老年人口 
年少人口 

年少人口 

生産年齢 
人口 

老年人口 

年少人口 

生産年齢 
人口 

老年人口 
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【目的】人口の男女別・年齢別構成を把握しよう。 

【グラフから】 ・2020 年から 2045 年にかけて老年人口（65 歳以上）は 36.8%減少する。 

・2020 年から 2045 年にかけて生産年齢人口（15 歳～64 歳）は 61.8%減少する。 

・2020 年から 2045 年にかけて年少人口（0 歳～14 歳）は 63.8%減少する。 

 

2020 年 2035 年 2045 年 

   

  

生産年齢人口 

減少 

老年人口 

生産年齢 
人口 

年少人口 
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【目的】自然増減（移動平均）と社会増減（移動平均）の推移を確認し

よう。 

【グラフから】 

・人口の社会減は 1998 年度から生じている。 

・人口の自然減は 1998 年度から生じている。 

・2019 年度から、社会増減数を自然増減数が上回っている。 

 

自然増減： 

死亡数と出生数の差による増減 

社会増減： 

ある地域から別の地域に転入した者の数と転出した者の数を差し引

き算出する。 

住宅需要と密接に関連します。 

  
 

【目的】住民の転入・転出先を把握し、移住施策を検討しよう。 

【グラフから】 

・同じ県内の他市町村に移動する割合が 50%以上を占める。 

・約 35%が山形県東根市に転出している。 

 

転出超過： 

一定期間における転出数が転入数を上回っている状態。 

 

 
【参考】山形県 転出超過（都道府県別） 

  

自然増減数 

社会増減数 

山形県東根市 

山形県山形市 
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【人口推移のまとめ】 
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【目的】地域の産業の全体像を把握しよう。 

【グラフから】 ・企業数は、①卸売業、小売業 、 ②建設業 、 ③生活関連サービス業、娯楽業 で半数以上を占めている。 
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【目的】地域の産業構造を全国や山形県の産業構造と比較しよう。 

 

【グラフから】 

・2016 年において、全国と比較して売上高(企業単位)の割合が高い産業は「製造

業」、「建設業」、「医療，福祉」、「宿泊業，飲食サービス業」である。 

・山形県と比較して売上高(企業単位)の割合が高い産業は「製造業」、「建設業」、

「宿泊業，飲食サービス業」である。 

【グラフから】 

・2016 年において、全国と比較して付加価値額(企業単位)の割合が高い産業は「医

療，福祉」、「卸売業，小売業」、「建設業」、「宿泊業，飲食サービス業」である。 

・山形県と比較して付加価値額(企業単位)の割合が高い産業は「医療，福祉」、「卸

売業，小売業」、「建設業」、「宿泊業，飲食サービス業」である。 
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延べ宿泊者数（総数）の推移：性別 

 

【目的】 

地域への宿泊者の属性を性別の面から把握

しよう。 

【グラフから】 

・2022 年は 2021 年と比較して、延べ宿泊

者数は「大人（男性）」は増加、「大人

（女性）」は増加、「小人」は減少となっ

ている。 

・「大人（女性）」が半数以上を占める。 

 

延べ宿泊者数（総数）の推移：参加形態別 

 

【目的】 

地域への宿泊者の属性を参加形態の面から

把握しよう。 

【グラフから】 

・2022 年は「夫婦、カップル」での宿泊が

最も多く、次いで「男女グループ」とな

る。2021 年と比較して増加している。 

・「男性グループ」よりも「女性グループ」

での宿泊が多い。 

 

 

  

大人 
（女性） 

男女 
グループ 

大人 
（男性） 

夫婦、 
カップル 

女性 
グループ 
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【目的】滞在者が増える時期と減る時期を確認し、滞在者の季節変動を把握しよう。 

 

滞在人口の月別推移  総数（１５歳以上８０歳未満） 

２０２２年 １４時 

 

【グラフから】 

・休日の滞在人口は「8 月」が最も

多く、「12 月」が最も少ない。 

・平日の滞在人口は「8 月」が最も

多く、「9 月」が最も少ない。 

平日は、市外に滞在する人口の方

が、市内人口よりも多い。 

 

 

２０２２年 ２０時 

 

【グラフから】 

・休日の滞在人口は「8 月」が最も

多く、「11 月」が最も少ない。 

・平日の滞在人口は「8 月」が最も

多く、「9 月」が最も少ない。 

 

 

  

休日 

平日 

休日 

平日 



 11 / 17 

【目的】地域への宿泊者がどこから来るのか把握しよう。 

【グラフから】 ・2022 年の居住都道府県別の延べ宿泊者数（自都道府県を除く）は「東京都」が最も多く、2021 年と比較して増加している。 

  ・関東圏からの宿泊者数が、約 50％を占めている。 

 

 

 
  

東京都 

東京都 

埼玉県 
埼玉県 

神奈川県 

千葉県 宮城県 
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国・地域別訪問者数の推移 

山形県 2019 年、2020 年 

すべての目的 

 

【目的】国籍別訪問者数を確認し、外国人訪問客の現状

を把握しよう。 

【グラフから】 

・2020 年に山形県を訪問した外国人の国籍で多かった

のは、「台湾」、「香港」、「タイ」、「中国」。 

 
国籍別消費額 

山形県 2021 年 分類指定なし 

 

【目的】国籍別訪問者数を確認し、外国人訪問客の現状

を把握しよう。 

【グラフから】 

・2021 年に山形県を訪問した外国人のうち消費額が多

かったのは、「中国」、「韓国」、「米国」、「香港」。 

 
  

台湾 

香港 

中国 

タイ 
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【目的】滞在者が増える時期と減る時期を確認し、滞在者の季節変動を把握しよう。 

【グラフから】 ・延べ宿泊者数（外国人）は、複数年を比較して診ると１月～2 月が多く、５月～９月が少ない。 
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【目的】昼夜間の外国人滞在人口を確認しよう。 

【グラフから】 ・2023 年 1 月、2023 年４月の尾花沢市の外国人滞在人口データから、夜間より昼間が多く、外国人の宿泊客を取り込めていない可能性がある。 

 

2023 年 1 月  時間帯 昼間（10 時～18 時） 2023 年 4 月  時間帯 昼間（10 時～18 時） 

  

2023 年 1 月  時間帯 夜間（2 時～5 時） 2023 年 4 月  時間帯 夜間（2 時～5 時） 

  
  

尾花沢市 

7,666 人 
尾花沢市 

5,504 人 

尾花沢市 

2,119 人 

尾花沢市 

1,869 人 
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【目的】観光予測を確認しよう。  ※観光予報プラットフォームの推計値はこれまでの個人の宿泊実績、6 カ月先の予約数を参考に記載されています。 

山形県尾花沢市   （出典：観光予報プラットフォーム）

  

 
  

予測 

予約実績 

上昇中 上昇中 上昇中 

上昇中 上昇中 上昇中 上昇中 
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【目的】宿泊実績を確認しよう。 

【グラフから】 ・国内の宿泊者数は、「８月」が多い。海外の宿泊者数は、「１月」、「２月」が多い。 

  ・一昨年や前年に比べて、宿泊者数は増加傾向にある。 

山形県尾花沢市  宿泊者（国内のみ） 単位：人  

 
山形県尾花沢市  宿泊者（海外のみ） 単位：人 

 
  

宿泊者数 2022/11 - 2023/10 

前年 

一昨年 

前年 
一昨年 

宿泊者数 2022/11 - 2023/10 
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【目的】キャッシュレス決済の消費動向を確認しよう。 

 

出典：地域経済分析システム ＲＥＳＡＳ 、観光予報プラットフォーム 、 三井住友カード株式会社 


